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は
、
特
定
大

規
模
乗
合
損

害
保
険
代
理

店
に
対
し
内

部
管
理
体
制

の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い

る
と
し
、
具

体
的
に
は
営
業
所
・
事
業
所

ご
と
に
法
令
等
遵
守
責
任
者

を
配
置
し
、
主
た
る
事
務
所

に
は
統
括
管
理
責
任
者
を
置

く
こ
と
、
苦
情
受
付
・
処
理

体
制
の
整
備
、
募
集
記
録
の

作
成
・
保
存
、
代
理
店
内
部

で
の
業
務
監
査
体
制
の
確
立

等
が
義
務
化
さ
れ
る
と
説
明

し
た
。
中
で
も
「
記
録
の
作

成
・
検
証
が
極
め
て
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
」
だ
と
し
、
各
社

が
実
施
し
た
施
策
や
業
務
運

営
状
況
を
継
続
的
に
検
証
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
必

要
性
を
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
金
融
庁
の
監
督
指

針
改
正
に
よ
る
保
険
会
社
へ

の
要
請
事
項
に
つ
い
て
も
解

説
し
た
。
保
険
会
社
は
今

後
、
委
託
先
に
対
し
適
切
な

募
集
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

か
を
代
理
店
監
査
等
で
検
証

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
期
限
付

き
で
改
善
を
求
め
る
な
ど
指

導
の
実
効
性
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

吉
田
氏
は
「
当
局
も
こ
う
し

た
取
り
組
み
状
況
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
必
要
に
応
じ
て

保
険
会
社
に
行
政
処
分
を
行

う
」
と
述
べ
、
保
険
会
社
へ

の
監
督
を
強
化
す
る
方
針
を

示
し
た
。

　
ま
た
、
従
来
の
代
理
店
手

数
料
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い

て
は
「
規
模
偏
重
の
評
価
体

系
を
改
め
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
法
令
遵
守
な
ど
業
務

品
質
を
重
視
し
た
指
標
へ
変

革
す
べ
き
」
と
し
、
監
督
指

針
に
も
そ
の
旨
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

加
え
て
、
改
正
で
は
保
険
仲

立
人
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
の
供

託
金
が
最
低
１
０
０
０
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
顧
客
か

ら
手
数
料
を
直
接
受
領
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
も
触

れ
た
。
一
方
で
、
極
端
に
低

い
手
数
料
設
定
に
よ
る
不
当

競
争
を
防
ぐ
た
め
の
規
律
が

設
け
ら
れ
た
他
、
従
来
ど
お

り
保
険
会
社
か
ら
手
数
料
を

受
け
取
る
場
合
に
は
、
そ
の

額
や
割
合
を
契
約
者
へ
開
示

す
る
ル
ー
ル
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
な
ど
も
説
明
し
た
。

　
吉
田
氏
は
こ
れ
ら
一
連
の

制
度
変
更
に
つ
い
て
、
「
い

ず
れ
も
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
を
徹
底
し
、
市
場
の
公
正

さ
と
信
頼
を
回
復
す
る
た
め

の
措
置
」
と
強
調
し
、
新
た

な
規
制
環
境
の
下
で
、
独
立

系
代
理
店
が
真
に
実
力
と
良

識
あ
る
専
門
家
集
団
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
に
期
待

す
る
と
述
べ
た
。

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ
の
浜
中
健
児

会
長
（
㈱
ピ
ー
・
ア
ー
ル
・

エ
フ
代
表
）
は
、
近
年
保
険

業
界
を
揺
る
が
し
た
旧
ビ
ッ

グ
モ
ー
タ
ー
の
不
祥
事
や
カ

ル
テ
ル
、
情
報
漏
え
い
事
件

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
触

れ
つ
つ
、
２
０
２
６
年
に
施

行
さ
れ
る
改
正
保
険
業
法
で

は
独
立
系
代
理
店
や
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る

と
し
、
「
規
制
が
厳
し
く
な

る
一
方
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

続
け
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
新
種
保
険
、
グ
ロ
ー

バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
応
な
ど

専
門
ス
キ
ル
の
向
上
が
必
要

だ
と
し
た
上
で
、
業
界
変
革

期
に
会
員
企
業
が
協
力
し
て

新
た
な
共
同

戦
略
を
打
ち

出
す
重
要
性

を
強
調
し

た
。

　
次
に
、
㈱

バ
リ
ュ
ー
・

エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
千
秋
昌
康
社
長
と
㈱
甲

南
保
険
セ
ン
タ
ー
の
田
中
真

由
美
社
長
が
登
壇
し
、
「
保

険
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

活
用
事
例
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。
千
秋
氏
と
田
中
氏

は
実
演
形
式

で
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し

た
事
業
計
画

策
定
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披

露
。
そ
の
場

で
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
事

前
に
用
意
し

た
プ
ロ
ン
プ

ト
を
投
入

し
、
会
社
の

方
針
や
目
的

に
沿
っ
た
甲

南
保
険
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計

画
書
を
自
動
生
成
す
る
様
子

を
参
加
者
に
示
し
た
。
生
成

結
果
の
ポ
イ
ン
ト
や
修
正
の

考
え
方
を
そ
の
場
で
解
説
し

な
が
ら
進
行
し
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
計
画
づ
く
り
の
実
際

の
進
め
方
を
具
体
的
に
説
明

し
た
。

　
そ
の
後
、
バ
リ
ュ
ー
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
の
担
当
者
が
登

壇
し
、
自
社
に
お
け
る
先
進

的
な
Ａ
Ｉ
活
用
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

　
ま
ず
生
命
保
険
営
業
の
研

修
向
け
に
開
発
し
た
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

は
、
営
業
職
員
が
時
間
や
相

手
に
制
約
さ
れ
ず
何
度
で
も

模
擬
商
談
を
練
習
で
き
る
環

境
を
実
現
し
た
と
い
う
。
対

話
相
手
が
人
間
で
は
な
く
Ａ

Ｉ
で
あ
る
た
め
失
敗
を
恐
れ

ず
試
行
錯
誤
で
き
、
習
熟
度

に
応
じ
て
応
答
レ
ベ
ル
も
調

整
可
能
で
「
心
理
的
安
全
性

が
高
い
」
こ
と
が
利
点
だ
と

紹
介
し
た
。

　
ま
た
同
社
で
は
、
代
理
店

業
務
の
定
型
作
業
に
つ
い
て

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
と
紹
介
し
た
。
見
積

取
得
な
ど
複
数
保
険
会
社
に

共
通
す
る
作
業
は
「
Ｂ
ｉ
ｚ

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
！
（
ビ
ズ
ロ
ボ
）
」

と
い
っ
た
外
部
ツ
ー
ル
を
利

用
し
、
一
方
で
自
社
特
有
の

処
理
に
は
自
社
開
発
の
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
用
い
る
な
ど
、
業
務
内

容
に
応
じ
て
ツ
ー
ル
を
使
い

分
け
て
い
る
と
し
、
こ
れ
に

よ
り
、
業
務
の
効
率
化
と
標

準
化
の
双
方
を
進
め
て
い
る

と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
近
年
登
場
し
た

「
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
に

つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
が
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
複
数
の
ツ
ー
ル
を
自
動

的
に
使
い
分
け
、
人
間
に
代

わ
っ
て
一
連
の
業
務
を
遂
行

す
る
仕
組
み
だ
と
紹
介
し

た
。
現
状
で
は
人
間
が
顧
客

と
対
話
し
て
ニ
ー
ズ
を
聞
き

取
り
Ａ
Ｉ
に
指
示
を
出
す
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
既
に
海

外
で
は
Ａ
Ｉ
が
適
切
な
ツ
ー

ル
を
選
択
し
て
タ
ス
ク
を
自

動
実
行
す
る
ケ
ー
ス
が
出
始

め
て
お
り
、
「
将
来
的
に
は

業
務
の
完
全
自
動
化
も
現
実

味
を
帯
び
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
次
に
関
東
財
務
局
の
吉
田

課
長
が
登
壇
し
、
「
保
険
業

界
の
構
造
的
課
題
へ
の
対

応
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
同
氏
は
冒
頭
、
近

年
発
覚
し
た
保
険
業
界
の
不

祥
事
や
制
度
上
の
問
題
点
を

概
観
し
た
上
で
、
金
融
庁
が

講
じ
た
制
度
対
応
や
監
督
強

化
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　
ま
ず
改
正
保
険
業
法
で

　
日
本
独
立
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
＆
ブ
ロ
ー
カ
ー
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ
：In

depen
den
t In
su
ran
ce A

g

en
ts &

 B
rok
ers of Japan

）
は
11
月
13
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
東
京
駅

丸
の
内
中
央
で
「
第
69
回
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
東
京
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

「
乗
合
代
理
店
が
成
長
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
に
関
す
る
講
演

や
、
財
務
省
関
東
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
四
課
の
吉
田
雅
輝
課
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
保
険
業
界
の
構

造
的
課
題
へ
の
対
応
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
員
企
業
を
中
心
と
す
る
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

保
険
業
界
の
構
造
的
課
題
へ
の
対
応
解
説

第
69
回
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
東
京
セ
ミ
ナ
ー

代
理
店
業
務
で
の
Ａ
Ｉ
活
用
事
例
共
有

ＩＩＡＢＪ

左から田中氏、千秋氏

浜中会長

吉田氏


